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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
二
十
五
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
国
内
外
の
人
々
が

驚
く
ほ
ど
の
創
造
的
復
興
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
危
機
に
陥
っ
た
財
政
の
建
て
直
し
に

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
苦
難
の
連
続

で
し
た
。
令
和
の
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

　

二
十
五
年
の
節
目
を
機
に
改
め
て
原
点
に

立
ち
返
り
、
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
忘
れ
ず
、

伝
え
、
こ
れ
を
活
か
し
、
し
っ
か
り
と
備
え
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
安
全
安
心
の
基
盤
の
上
に
、二
〇
三
〇
年

の
展
望
の
具
体
化
を
図
り
、
す
こ
や
か
兵
庫

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
は
、
安
全
安
心
な
兵
庫
の
構
築
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
風
水
害
へ
備
え
、
安
全
な
県
土

を
築
き
ま
す
。
二
〇
二
五
年
問
題
に
対
応
す
る

た
め
の
在
宅
医
療
・
介
護
体
制
の
充
実
や
地
域

医
療
の
確
保
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤

を
つ
く
り
ま
す
。

　

第
二
は
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
。
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
、社
会
減
を
解
消
し
、自
然
減

を
縮
小
す
る
人
口
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
世
代
産
業
の
創
出
を
支
援
し
、起
業
し
や
す
い

環
境
を
整
え
ま
す
。
農
林
水
産
業
の
基
幹
産
業

化
も
推
進
し
、活
力
あ
る
兵
庫
を
つ
く
り
ま
す
。

　

第
三
は
、
交
流
・
環
流
の
促
進
。
五
国
の

魅
力
を
活
か
し
、
観
光
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
加
速
さ
せ
ま
す
。三
宮
再
整
備
や
県
庁
舎

の
建
替
な
ど
ま
ち
の
再
生
を
急
ぎ
ま
す
。

　

私
た
ち
兵
庫
は
、震
災
と
い
う
誰
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
試
練
を
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。
復
興
の
そ
の
先
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
も
、課
題
に
対
し
て
果
敢
に
挑
み
、

と
も
に
手
を
携
え
、
す
こ
や
か
な
兵
庫
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ　

新
た
な
時
代
に

す
こ
や
か
兵
庫
を 

め
ざ
し
歩
ま
ん 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
お
正
月
で
す

が
、
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
当
協
会
の
事
業
推
進
に
つ
き

ま
し
て
、
井
戸
兵
庫
県
知
事
様
を
は
じ
め
、

兵
庫
県
健
康
福
祉
部
の
職
員
の
皆
様
方
、ま
た
、

各
市
町
の
職
員
・
各
市
郡
町
の
身
体
障
害
者

団
体
の
皆
様
方
等
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら
、

格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
、
２
０
２
０
年
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
に
対
す
る
関
心

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ

障
害
者
に
対
す
る
差
別
が
払
拭
さ
れ
た
と
は
言

い
難
く
、
依
然
と
し
て
障
害
者
に
対
す
る
認
識

不
足
や
差
別
意
識
・
偏
見
等
が
根
強
く
残
っ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
障
害
の
あ
る
私
た
ち
自
身

が
、
地
域
社
会
の
中
で
障
害
理
解
の
発
信
者
と

し
て
、
障
害
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
差
別
や

偏
見
を
生
ま
な
い
社
会
の
意
識
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
障
害
者
も
社
会
の
一
員
と
し
て

自
立
し
、誰
も
が
ど
こ
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
、地
域
生
活
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
全
国
の
障
害
者
や
福
祉
団
体
と

手
を
た
ず
さ
え
て
、
共
々
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
協
会
に
対
し
ま
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長　

和
　
田
　
　
修

令
和
二
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

兵
庫
県
知
事

令
和
二
年
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

令
和
新
時
代

 

復
興
の
、
そ
の
先
へ　
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令
和
元
年
11
月
18
日
（
月
）、
日
身
連
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の
第
39
回
福
祉
大

会
と
第
21
回
相
談
員
研
修
会
が
、
堺
市
の
国

際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）

お
い
て
、
大
阪
市
身
体
障
害
者
団
体
協
議
会

主
管
の
も
と
、
近
畿
各
地
か
ら
約
５
０
０
名

の
参
加
を
得
て
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
う
ち
兵
庫
県
か
ら
は
35
名
が
出
席
）

　

午
前
の
福
祉
大
会
は
、
主
管
団
体
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
な
ど
の
あ
と
、
前
年
度
決
議
事
項

処
理
報
告
、
大
会
宣
言
、
大
会
決
議
と
議
事

が
進
み
ま
し
た
。

　

前
年
度
決
議
事
項
処
理
報
告
で
は
、
日
身

連
の
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
提
出
さ
れ
た
要

望
事
項
が
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
、「
日
身
連

要
望
事
項
」
と
し
て
国
の
関
係
省
庁
（
厚
生

労
働
省
13
項
目
、
内
閣
府
３
項
目
、
内
閣
官

房
２
項
目
、
国
土
交
通
省
５
項
目
、
文
部
科

学
省
１
項
目
、
観
光
庁
１
項
目
）
に
提
出
さ

れ
た
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
各
関
係
省

庁
か
ら
の
回
答
は
「
日
身
連
要
望
事
項
回
答

文
書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

大
会
宣
言
で
は
、
令
和
の
時
代
に
差
別
の

無
い
共
生
社
会
を
実
現
す
べ
く
、
連
帯
を
確

認
し
合
い
、
障
害
者
が
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
主

体
的
に
参
画
し
関
連
施
策
の
完
全
実
施
を
目

指
す
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
あ
る
と
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
し
、
こ
の
大
会
を
機
に
一
致

団
結
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
大
会
決
議
で
は
、
①
障
害

者
差
別
解
消
法
の
周
知
浸
透
、
ま
た
同
法
で

の
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
化
や
権
利
侵
害

救
済
機
関
の
あ
り
方
等
に
向
け
た
所
要
の
見

直
し
、
②
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
情
報
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と
意
思
疎
通
の
保
障
、
手
話

言
語
法
の
制
定
、
③
障
害
者
相
談
員
の
身
分

等
法
制
度
の
充
実
強
化
、
④
障
害
者
相
談
員

の
活
動
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
、
個
人
情

報
保
護
法
等
の
見
直
し
、⑤
災
害
対
策
会
議
、

委
員
会
に
障
害
者
団
体
の
代
表
及
び
障
害
者

相
談
員
の
参
加
を
義
務
付
け
し
、
要
援
護
者

の
名
簿
共
有
が
で
き
る
防
災
減
災
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
⑥
日
本
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
会
の

安
全
基
準
で
あ
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
の
歩

行
禁
止
や
片
側
空
け
が
危
険
で
あ
る
こ
と
の

周
知
徹
底
、
⑦
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章

の
交
付
要
件
に
個
人
の
状
況
を
考
慮
す
る
よ

う
に
交
付
基
準
を
緩
和
す
る
こ
と
な
ど
、
計

15
項
目
が
、
国
や
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望

事
項
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共

生
社
会
政
策
担
当
）
付
、
衣
笠
秀
一
障
害
者

施
策
担
当
参
事
官
が
、「
障
害
者
差
別
解
消

法
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

内
容
は
、
①
障
害
の
考
え
方
、
②
障
害
者

差
別
解
消
法
の
概
要
と
沿
革
、
③
障
害
者
差

別
解
消
法
の
施
行
状
況
、
④
障
害
者
差
別
解

消
法
の
見
直
し
の
検
討
と
な
っ
て
い
て
、
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
、

正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
と
は
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
と
は
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
相
談

事
例
を
あ
げ
て
講
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

内
閣
府
で
は
、
平
成
31
年
２
月
か
ら
障
害

当
事
者
を
含
む
障
害
者
政
策
委
員
会
に
お
い

て
障
害
者
差
別
解
消
法
の
見
直
し
の
検
討
議

論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

講
演
終
了
後
は
、会
場
か
ら
多
数
の
質
問
・

意
見
が
出
さ
れ
、
大
変
熱
気
を
帯
び
た
充
実

し
た
研
修
会
で
し
た
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
の
福
祉
大
会
・
相
談

員
研
修
会
は
、
和
歌
山
県
で
11
月
18
日
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
戸
山

サ
ン
ラ
イ
ズ
）
が
、毎
年
実
施
す
る
「
書
道
・

写
真
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
今
年
度
も
全

国
か
ら
、
書
道
に
８
０
４
点
、
写
真
に

１
５
１
点
、
計
９
５
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

10
月
16
日
に
写
真
部
門
、
10
月
17
日
に
書
道

部
門
の
審
査
会
が
開
か
れ
、
厳
正
な
審
査
を

経
て
、入
賞
作
品
94
点
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
兵
庫
県
か
ら
出
展
さ
れ
た
13

点
（
書
道
12
点
、
写
真
１
点
）
の
う
ち
、
橋

本
直
樹
さ
ん
（
三
木
市
）
の
書
道
作
品
「
青
」

が
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
東
京
の
同
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
３
月
31
日
ま
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
来
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
、
多
く

の
方
々
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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去
る
11
月
30
日
（
土
）、
養
父
市
立
八
鹿

文
化
会
館
に
お
い
て
、
第
15
回
兵
庫
県
障
害

者
芸
術
・
文
化
祭
（
舞
台
部
門
）
並
び
に
令

和
元
年
度
兵
庫
県
障
害
者
福
祉
大
会
が
、
県

内
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
と
そ
の
団
体
の
関
係
者
な
ど
、
６
０
０

名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

障
害
者
福
祉
大
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
の
身
体
障
害
者
団
体
の
育
成
強
化
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
へ
当
協
会
の
理
事

長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
地
域
身
体
障
害
者
団
体
育
成
功
労
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
20
名

　
　

長
谷　

基
弘　
　

田
中　

陽
子

　
　

堀
川　

末
吉　
　

笹
倉　

敏
郎

　
　

藤
本　
　

進　
　

木
村　

晃
信

　
　

中
塚　

隆
二　
　

家
納　

昭
次

　
　

吉
岡　

賢
治　
　

田
内　

征
子

　
　

中
川　

博
雄　
　

田
中　

正
一

　
　

池
本　

茂
則　
　

大
田　

光
夫

　
　

井
上　

正
一　
　

上
田　

正
睛

　
　

髙
見　

郁
雄　
　

小
嶋　

朝
子

　
　

平
磯　

安
惠   　

堤　
　

栄
伸

　

障
害
者
福
祉
大
会
を
間
に
挟
み
、
芸
術
文

化
活
動
を
通
じ
て
障
害
の
あ
る
人
の
自
己
表

現
と
社
会
参
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
交
流
を
通
し
て
共
感
と

感
動
の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
芸
術
・
文
化
祭
の
舞
台
部
門
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
養
父
市
公
民
館
主
催

の
和
太
鼓
教
室
に
通
う
小
学
生
か
ら
高
校
生

の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
力
強
い
若
い
太

鼓
の
響
き
に
始
ま
り
、
手
話
ソ
ン
グ
披
露
、

合
奏
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
よ
さ
こ
い
な
ど
、
多

数
の
出
演
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
蔭
で
、

こ
の
祭
り
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
地
域
団
体
、
関
係
者

の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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兵
庫
県
で
は
だ
れ
も
が
街
な
か
で
困
っ
て

い
る
と
き
に
声
を
か
け
て
助
け
あ
う
、「
み

ん
な
の
声
か
け
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
み
ん
な
の
声
か
け

運
動
」
ポ
ス
タ
ー
等
の
募
集
・
展
示

　

県
民
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
等
の
募

集
・
展
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

日
ノ
本
学
園
高
等
学
校
（
姫
路
市
）
の
生
徒

の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
街
な
か
で

の
助
け
合
い
等
に
つ
い
て
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
心
温
ま
る
作
品
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
令
和

２
年
１
月
31

日
ま
で
兵
庫

県
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
県

民
サ
ロ
ン
に

展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
」
推
進
員
研
修
交

流
会
の
実
施

　

日
頃
か
ら
、
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
」
推
進
員
の

方
等
を
対
象
に
、
県
内
５
地
域
で
研
修
交
流

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
権
」
で
、（
公
財
）

兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
の
講
師
を
招
い
て
講

話
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
に
実
施

さ
れ
た
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
で

は
、
特
に
関
心
の
あ
る
人
権
問
題
の
１
位
が

「
障
害
の
あ
る
人
に
関
す
る
問
題
」
と
な
っ

て
お
り
、「
働
く
場
所
や
機
会
が
少
な
く
、

仕
事
上
の
待
遇
が
十
分
で
な
い
」「
段
差
解

消
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
障
害
の
あ
る

人
が
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
へ
の
配
慮
が

た
り
な
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
し

て
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０

（
行
動
計
画
）」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
中
で
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、
障
壁
の
除
去
に
関
わ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」と
は
、例
え
ば
車

い
す
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
が
２
階
に
あ
る

店
舗
に
行
け
な
い
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
た

と
き
に
、
車
い
す
が
必
要
な
本
人
や
症
状
が

悪
い
の
で
は
な
く
、
車
い
す
の
方
が
通
れ
る

ス
ロ
ー
プ
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
店
舗

や
そ
れ
を
許
す
社
会
な
ど
、
周
囲
の
環
境
を

指
摘
す
る
も
の
で
す
。
障
害
の
あ
る
方
が
抱

え
る
困
り
ご
と
や
悩
み
は
様
々
で
、
障
害
の

社
会
モ
デ
ル
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、当
事
者

と
周
囲
の
方
が
対
話
を
し
、創
意
工
夫
を
凝
ら

す
こ
と
が
問
題
の
解
消
に
は
重
要
で
す
。

　

今
後
、
ご
参
加
頂
い
た
推
進
員
の
皆
様
と

の
意
見
交
換
や
優
良
事
例
の
共
有
な
ど
を
企

画
し
、
推
進
員
研
修
講
習
会
が
さ
ら
に
有
意

義
な
時
間
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
播
磨
に

参
加

　

ひ
ょ
う
ご
の
「
元
気
」
と
「
魅
力
」
を
発

信
す
る
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北

播
磨
」
が
10
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

の
２
日
間
、
三
木
市
総
合
防
災
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
団
体
、
学
生
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ブ
ー
ス
に
は
、
農
産
物
、
グ
ル

メ
、
地
場
産
業
の
播
州
織
や
金
物
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
北
播
磨
の
魅
力
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ

さ
こ
い
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
愛
く
る
し
く

ど
こ
か
親
し
み
の
あ
る
北
播
磨
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
等
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
多
く
の
方
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

兵
身
協
で
は
、
み
ん
な
の
声
か
け
運
動

推
進
員
の
方
と
一
緒
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援
方
法
に
つ

い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
掲
示
等
を
行
い
ま
し

た
。「
こ
れ
し
っ
て
る
！
み
た
こ
と
あ

る
！
」
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
た
こ
と
が

あ
る
方
は
多
数
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、「
で

も
こ
の
マ
ー
ク
っ
て
何
の
マ
ー
ク
な

ん
？
」
と
マ
ー
ク
や
カ
ー
ド
の
意
味
ま
で

ご
存
知
の
方

は
少
数
で
し

た
。
電
車
で

ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
付
け
て

い
る
方
を
見

か
け
た
ら
席

を
譲
る
、
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド

に
必
要
な
配

慮
等
を
記
入
し
携
帯
す
る
こ
と
で
災
害
時
な

ど
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
更
な
る
普
及
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
今
後
も
み
ん
な
の
声
か
け
運

動
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等
の
普
及
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。


